
逢初川沿いの
新設道路計画について
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本日の次第

１.道路計画について
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２.計画道路の整備効果について
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逢

逢初川を中心とした地域の真中に
命と生活を守る周回性のある

道路をつくる。



1-(1)逢初川沿いの道路計画について（平面図）
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①逢初川両側の道路
（時計回りの一方通行）

②車道橋

②車道橋

③伊豆山神社線との接続道路
幅員7.3ｍ

④岸谷２号線への
接続道路 幅員4.5m

岸谷本線

岸谷２号線

②人道橋

②人道橋

岸谷倶楽部

計画延⻑ L=340ｍ

計画道路
一方通行
逢初川

凡例

伊豆山神社

般若院側

伊豆山神社側



1-(2)逢初川沿いの道路計画について（横断面図）

・道路幅員は、有効幅員4.0ｍとします。
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下りの一方通行 上りの一方通行

般若院側
計画道路 計画道路逢初川

・有効幅員4.0ｍは、
⾞と歩⾏者が同時に通⾏可能な幅です。

上
流
か
ら
下
流
を
⾒
た
図



現況道路

2-(1)【現状（被災前）課題】計画道路の整備効果について

一方通行

伊豆山神社線との
主要アクセス箇所

岸谷倶楽部

仲道バス停

平面図

般若院側

伊豆山神社側
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般若院

伊豆山神社



計画道路（整備後）

2-(2)【整備効果】計画道路の整備効果について

一方通行

伊豆山神社線との
主要アクセス箇所

仲道バス停 緊急車両の出入りが容易となる

延焼防止効果が向上する
・緊急時の避難・迂回ルートの

選択肢が増え、安全性が向上

7.3ｍのアクセス道路が１路線
増え、アクセス性が向上

４ｍの前面道路となる方が増え、
自宅とのアクセス性が向上

・景観性が向上

岸谷倶楽部

命と生活を守る道路

般若院側

伊豆山神社側

７

平面図 伊豆山神社

般若院
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逢

岸谷倶楽部より上側を整備することにより、

地域の安全性と道路利便性が上がる。


